
北海道社会事業協会函館病院(略称：函館協会病院)と函館赤十字病院の 

医療機能の再編統合に係る両病院⻑の共同会見 / 令和８年７月２３日 

 

〇会見日時：令和８年７月２３日木曜日 15 時 00 分〜16 時 00 分 

〇会見場所：函館協会病院 会議室 

〇会 見 者：函館協会病院⻑ 吉⽥秀明、函館赤十字病院⻑ 平⽥康二 

〇同 席 者：函館協会病院 新病院⻑(予定) 杉村好彦【(現)函館赤十字病院 院⻑補佐】 

〇参    考：会見次第 

配付資料 

資料１  北海道社会事業協会函館病院と函館赤十字病院の再編統合に係る基本合意書 

    資料２  函館協会病院及び函館赤十字病院の概要  

資料３  ６月２９日報道発表資料  

資料４  新病院長略歴 

      



 

函館協会病院と函館赤十字病院の 

医療機能の再編統合に係る共同会見 
               

 令和８年７月２３日(木)１５時～ 

                        函館協会病院会議室 

 

 

次      第 

１ 両病院長会見 

 ・函館協会病院長                 吉田秀明 

 ・函館赤十字病院長                平田康二 

２ 函館協会病院 新病院長（予定）挨拶 

   ・函館赤十字病院 院長補佐           杉村好彦 

３ 質疑応答 

 

 

〇配付資料 

資料１ 北海道社会事業協会函館病院と函館赤十字病院の再編統合に係る基本合意書 

資料２ 函館協会病院及び函館赤十字病院の概要 

資料３ ６月２９日報道発表資料 

資料４ 新病院長略歴             
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函館協会病院及び函館赤十字病院の概要 
 

 

 

 

 

 

 

資料２ 



〇函館協会病院 （2026 年４月現在） 

 

《病床数》許可２８６床 

・急性期一般入院料５（許可４８床）、障害者施設等入院基本料１０：１（許可９８床） 

リハビリテーション病棟入院料１（許可９０床）、療養病棟入院基本料１（許可５０床） 

《標榜診療科》１４科 

・内科、消化器内科、循環器内科、外科、整形外科、泌尿器科、麻酔科、放射線科、 

リハビリテーション科、歯科、歯科口腔外科、皮膚科、耳鼻咽喉科、心療内科 

《病院機能》 

・救急告示病院、二次救急医療施設(休止中) 

《常勤換算職員数・医師数》 

・職員数：２７９.3人（うち常勤２６２人） 

・医師数：１３.8人（うち常勤１１人）                            

 



〇函館赤十字病院 （2026 年４月現在） 

 

《病床数》許可１３７床 

・急性期一般入院料２（許可１２５床） 

地域包括ケア入院医療管理料１（許可１２床） 

《標榜診療科》１１科 

・内科、消化器内科、循環器内科、血液・腫瘍内科、外科、腫瘍外科、乳腺外科、整形外科、麻酔科、 

放射線科、リハビリテーション科 

《病院機能》 

・救急告示病院、二次救急医療施設、在宅療養支援病院 

《常勤換算職員数・医師数》 

・職員数：１３３.6人（うち常勤１２９人） 

・医師数：９.4人（うち常勤８人）                              

  



 

 

2026 年 6 月 29 日 

 報 道 機 関 各 位           

 

北海道社会事業協会函館病院（略称：函館協会病院）と 

函館赤十字病院の医療機能の再編統合に係る協議について 

 

北海道社会事業協会（北海道札幌市）と日本赤十字社（東京都港区）は、函館市内で両法人が 

各々運営する函館協会病院（函館市駒場町）と函館赤十字病院（函館市堀川町）の医療機能を、 

令和９年４月１日に再編統合する協議を進めることとしましたのでお知らせいたします。 

 北海道社会事業協会と日本赤十字社は、函館赤十字病院の患者の皆様が引き続き安心して医療を

受けることができることを第一に考え、地域における必要な医療の確保はもとより血液腫瘍医療を

はじめとする、これまで函館赤十字病院が担ってきた急性期医療を継続して提供できるよう様々な

視点から検討を重ねてきたところです。 

 この度両法人は、函館協会病院の建物を活用して函館赤十字病院がこれまで担ってきた医療等を

引き継ぐ形での両病院の医療機能の再編統合が最善であるとの認識を一にしたところであり、 

加えて、当該再編統合が南渡島医療圏域の地域医療構想の実現に貢献できるよう今後、行政や医療

関係の皆様のご指導・ご助言を賜わりながら再編統合に係る協議を進めてまいる所存です。 

 日本赤十字社はこれまで函館赤十字病院の閉院を検討してまいりましたが、建物の老朽化や北海

道社会事業協会との再編統合に係る協議なども踏まえ、令和９年 3 月 31 日をもって閉院すること

を決定いたしました。 

また再編統合に係る事業計画など具体的な内容(再編統合後の診療科目、病床数など)については、

両法人における今後の協議のなかで決定してまいりますので改めてお知らせさせていただきます。 

 本件につきまして、何卒ご理解賜わりますようお願い申し上げます。 

 

【お問合せ先】 

社会福祉法人北海道社会事業協会 総務財務部 辻井(℡：011-221-0611) 

日本赤十字社 医療事業推進本部経営企画部 三浦(https://www.jrc.or.jp/media/) 

資料3 ： 6月29日報道発表資料



 

 

資料 ４ 

新 病 院 長  略 歴 
 

令和８年７月２３日現在 

 

 

＜氏   名＞ 

 杉
すぎ

村
むら

 好
よし

彦
ひこ

    昭和３２年５月１０日（６９歳） 

 

＜学 歴＞ 

昭和５９年 ３月  岩手医科大学医学部卒業 

昭和６３年 ３月  岩手医科大学大学院卒業 

 

＜職 歴＞ 

昭和５９年 ４月  岩手医科大学 外科 

平成 元年 ９月  ウェイン州立大学 Fellowship 

平成 ２年１０月  岩手医科大学 外科 

平成 ３年 ２月  県立大槌病院 外科 

平成 ４年 ４月  岩手医科大学 外科 

平成 ６年 ５月  盛岡赤十字病院 外科 

平成 ７年 ４月  盛岡赤十字病院 第一外科副部長 

平成１３年１０月  盛岡赤十字病院 第二外科部長 

平成２１年 ４月  盛岡赤十字病院 第一外科部長 

平成２７年 ４月  日本赤十字社事業局国際部付勤務(兼務) 

医療支援のためウガンダに派遣(至：平成２７年８月) 

平成２８年 ４月  盛岡赤十字病院 副院長 

令和 ５年 ４月  函館赤十字病院 院長補佐 

          現在に至る 

 

 

＜資格・所属＞ 

医学博士、消化器外科専門医・指導医、外科専門医・指導医、内視鏡外科技術

認定医、がん治療認定医、日本赤十字社災害医療コーディネーター、岩手県コ

ーディネーター 

 


